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Ⅰ.は じ め に

この小論ほ,沖縄本島西方海上の小離島･渡名書島で隔年に行われる来訪神の祭示a,シ

マノ-シ祭の全過程を記述したものである｡沖縄を中心にした南西諸島各地の村落には,

時を定めて海の彼方の異郷から訪れ,祝福と豊鏡をもたらす神々を饗応するという祭15E形

式が広く見い出され,これまでの文化人類学や民俗学の研究でも,この地域の独特な宗教

観念や世界観を究明するための手懸りとして夙に注目を集めてきた〔近年の著作として

は,住谷･クライナ-1977,伊藤1980,比嘉1982,村武1984など〕.ただ概括的にみた場

令,その中でも仮面仮装を伴うなど具象的な神々の祭死については比戟的豊富な研究の蓄

積がみられるのに対して,シマノ-シを含めて姿の見えない来訪神に関しては,栄/5Eのコ

ソテクストや諸要素を丹念に洗い出した密度の高い記述資料そのものが意外に乏しいよう

に思われる｡そこで本稿では,できるだけ細かい分析や比較考察を控えて,まずはこの来

訪神祭]5Eの全貌を正確に描き出すことに主限をおきたい.

*社会学教室(°ept. of Sociology)
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渡名喜島のシマノ-シ祭ほ別名シヌグ祭ともいい,ギレ-ミチャソガナシ-またほミチ

エマルガナシ- (3年廻り,つまり2年に1度訪れる神の意)と呼ばれる遠来の旅神を迎

え,饗応し,海上へ送るという形式で進められる同島最大の祭紀行事で,期間は,隔年旧

暦4月15日のユレ-ヌエバル(神招請の儀礼)から始まり, 27日のウソテケ- (神迎え),

4日間にわたる神人共食(トソ祭武)を経て, 5月1日のノーイガミ(神送り､)まで続く｡

この祭軌こついては,すでに18世紀初めに編纂された『琉球国由来記』 ⊂1713〕の渡名書島

の粂に｢四月ニ,日擦仕7),島直シ祭]5Eトテ,千今仕来クル由来o
･･･-

(中略)著書芋神
● ● ● ● ●

酒小樽三ツ尭,相調得居テ,ノロ･根神,細タカべoサ′くクリ･百姓中,勧拝仕ル也｣

(下点引用者)という記載があり,琉球王国の時代から受け継がれてきた神事であること

がわかる｡拙見の限りでは,シマノ-シ祭に関する記事はこれ以外の歴史文書にほ見当ら

ず,また明治以降の沖縄研究でもほとんど言及されることがなかったようであるが,つい

最近になって,甲南大学地域文化研究会〔武藤･平野･中沢･中林1981〕による観察調査

が行われ,またすぐれた民俗誌である『渡名喜村史』 〔1983〕下巻に地元の比嘉松吉氏によ

る詳細な記録が掲載されたことで,この旅神祭死の輪郭がようやく明らかになってきた｡

横浜国立大学文化人類学ゼミでは, 1982年以来,計4回にわたって渡名書島の調査を実

施してきた｡村落の祭示巳的世界の解明が主たる目標であるが,幸い笠原と石井は,同島の

神事を担当する神人(神職者)の方々の御厚意で, 1985年新暦6月に行われたシマノ-シ

祭の全期間に立会うことができた｡以下の記述は,その際の観察資料に基づき,さらに同

島の祭死生活に関する必要最少限の説明と簡単な研究上の展望とを付け加えたものであ

る｡
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ⅠⅠ.神 と 人 の 辞

53

I.渡名喜島の現況

渡名喜島は那覇の西方およそ59キロに位置する小離島で,広大な珊瑚礁に囲まれた面積

4平方キロ弱の主島のほか,西側に無人の属島･出砂(入砂)島を擁する｡交通ほ那覇か

ら定期船で約2時間半｡島の南北ほ大部分が岩山からなり,中央部にひらけたわずかな平

坦地に人家が集中して1集落を形成している(図1)o 1985年現在,住民登録上の人口ほ

572人, 219世帯.束･西･南の3区に分かれているが,行政的にほ全体で渡名喜村1村で

ある.農業は砂地を利用した自給的な野菜類などの栽培が主体で,全体に据わない. 1904

年に導入され,一時ほ盛況を呈していたカツオ漁も,今ではほぼ衰退してしまった.若年

層を中心にした人口の島外流出も著しく,沖縄本島の周辺離島中でもとくに過疎化が進ん

だ島の一つである｡

2.御藤と殿

渡名書には年間を通じて豊作や豊

漁,住民の健康や安全を祈願する神

事が数多いが,それらの祭死が行わ

れる聖地の構成はきわめて入り組ん

でいる｡まず沖縄の代表的な聖地で

ある御教(ウタキ)は,渡名喜の場

令,主島の丘陵吾郎こ4ヶ所,出砂島

に4ヶ所あることが確認されている

〔仲松1979〕｡しかし,今日ではそれ

らのすべてが信仰の対象になってい

るわけでほない｡むしろシマノ-シ

写真1 サトゥの拝所

正面がサトク宮,左奥がジョームイカドゥムイ

表1 布 教 と 殿

*旧暦4月が30日までの場合
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図2 シマノ-シの祭死場
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サト卓宮(ナカンダヌマグ)I,-)神人の通路

アシビナ-

-.●.:.:.:.:.:l~~
●●●●●●

''''''-放任民の通路

ノt2寓(ヌルヒヌカン)
図3 サ ト ク の 拝 所

祭との関連で重要なのは,サトゥ,クビリ,ニシバラ,ウユダニの4つの殿(トソ)と呼

ばれる拝所である表1 ･図2)｡そのうち,島北の小高い丘上に位置するサトクだけは都

教と殿が場所的に一致しており,神域にはサトゥ宮(ナカソダヌマグルー),ノロ宮(罪

ルヒヌカソ),火の神(ジョームイカドゥムイ),神井戸(アガリジョーヌカー),南山･

中山･北山への遥拝所(ウトターンイピ)などの祈願所がある(写真1 ･図3)｡現在,年
間の公的な村落祭15Eは,大部分がこのサトゥを中心にいとなまれている.それに対して,

他の3つの殿はいずれも集落の内部にあり,狭い敷地の一角に火の神南をまつっただけの

簡素な拝所である｡各腰は島の草分け系統の屋敷跡と伝承されており,それぞれ正式の音

負(大五良屋敷;ウ-グルヤシキ,または旧村落;マキヨの名称)をもっている｡本来こ

れらは山上の卸教への遥拝所であったと考えられるが,現在では隔年に1回,シマノ-シ

祭のときにしか使用されず,祭疋橡能のうえでほ来訪する旅神の接待所と言う方がふさわ

しい.ただし,殿祭稚の順序に関してはサトゥでほなくクビリ殿が先(第1日目)であり,

また後述するように旅神を迎え-送る役職はクビ1)殿所属の特定系統の者に限られている

ことなどからみて,年間の祭軌こおけるサトゥ殿の優位性と,隔年のシマノ-シ祭におけ
● ● ●

るクビリ殿の優尭性との間には,ある種の髄歯がみとめられる｡いずれにしろこのような
● ● ●

祭死場の複雑な構成については,仲松弥秀氏が,かつて丘陵部にあった4つの｢血縁村落

(マキヨ)｣の移動･併合による渡名書村落の形成という歴史的文脈で克明な実証研究〔19

79コを試みた結果,ほぼ大局的な見通しが立つようになった｡ここでその研究に検討を加

える余裕ほないが,シマノ-シ祭に顕著な複合性や多面的な祭煎形式が,そうした島社会

に沈澱した歴史的な記憶をさまざまに反映していることはまちがいない｡

以上の4つの厳にはおのおの殿頭(トソガシラ)と呼ばれる世襲的な祭事担当家があり,

供物の準備をほじめシマノ-シ祭の諸事をとりしきっている｡他の住民は,釆･西･南の

地域区分にかかわりなく全員がいずれか1つの厳に所属し,それぞれの殿祭死の日にだけ

祈願に参加する.このトソニソジュと呼ばれる殿の祭武集団は,原則的には親子関係に基

づいて所属が決められてほいるものの,集団全体に共祖･血縁の観念はなく,いわゆる
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｢門中｣的な結合とも直接の関連ほない｡こうした4つの集団への分属朝が成立した事情

ほ定かではないが,おそらく歴史的な経緯としては,隣島の座間味で報告されているのと

同様〔松園1970〕,王国時代の行政的強制による住民配属の還御といった側面が考慮され

るべきであろう｡

3.神人の組織

渡名書島で年間の村落祭紀や祈願の中心になるのは,神人(カミソテュ,島本来の呼称

ほサシハ-またはサン--タ-)と呼ばれる神職着たちであるo戦前は20人以上もいたと

言われるが,現在でほ女性11名,男性1名の計12名を数えるにすぎない｡この神人になる

にほ, (1)古くから神人を出す系統としてカミプソ(神を招請するための聖なる盆)を所持

する宗家(ムトウヤー)の出身であること, (2)一定の霊力(セジ)を有すること,の2つ

が資格条件となる｡もっとも前者のカミブソをもつ家ほ全部で28戸もあり,その各戸から

神人が出ているわけでほないので,カミプソの所持ほただ神人を出す1つの条件にすぎな

いと考えた方がよさそうである｡神人の地位継承に関してほ,ムトウヤーの家系に沿って

オパからメイへ受け継がれる原則はみとめられるが,渡名書では, ｢神人になったら死ぬ

まで神人｣という生涯神人制が採られている事情もあって,隣接する世代間での引き継ぎ

が困難な場合もあり,実際には2世代以上隔っての継承が多い｡また嫁継ぎの例もままあ

る｡

さまざまな祭紀行事に際して,神人ほ個人の資格でほなく,複数で構成された神人組織

として祈願などをつかさどる(表2)｡その組織の中では,地位や権限のうえで,まずノ

ロとそれ以外の神人とが大別される｡これはかつての琉球王国の時代に確立された神人組

織において,ノロの優位性を制度化した当時の宗教政策の名残りという一面をもってい

るoまた,主にシマノ-シ祭との関連で,ギレ-ミチャソとウプチミチャソという区分も

表2 神 人 の 構 成

神人 佐郡 役職 *1 所属殿 *2 備考

①SU ■女 ノロ ウ サト 参

ノロ.の補佐役

)兄妹去

②NT 女 ■サヌアソ ウ クピリ 参

@YT 女 クシレ- ギ クビリ.
･不

④HH 女 ウミディp ギ サト 秦

@KT 男 ウミキ∵ サト 不

⑥UU 女 イリスナ

ウプルクー

ギ ウコニダニ 不

⑦MU 女 ギ ニシ′′ミラ 不

@TH 女 ギ ウコニダニ 秦

⑨MH 女 ギ ニシバラ 秦

⑲TT 女 ギ ウユダニ 秦

⑪yU 女 ウ クビリ 秦

⑲TT 女 ウプルクー ウ クF.I) 秦

*1ウ:ウプチミチャソ ギ:ギレーミチャン

☆2 参は今回のシマノ-シに参加,不は不参加
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みとめられる｡すなわち,神人たちは各神事に際して,頭にマソサージと呼ばれる白い鉢

巻状の布を着けるが,シマノ-シや他のいくつかの祭紀でほ,ウプチミチャンがこのマソ

サージだけなのに対して,ギレ-ミチャンはさらにその上にソチャアブイ(サソキライと

いう革革で作った特B(lの神冠)を着けるのであるoこのギレ-ミチャソとウプチミチャソ

との区分について,前者がシマノ-シに訪れる旅神で,後者はその旅神を迎える島神と説

明されているが,ギレ-ミチャソほ別名タカサビト(マソサージとソチャアブイの両方を

つけることから,島神でありかつ旅神でもある神人の意)というセジ高い神人を表わすと

もいい,おそらくギレ-ミチャソについてほ,神人白身を来訪神とみるより,むしろ島神

の中でもとくに旅神とコソタクトできる神人とみなすのが適当だと思われる｡さらに,漢

名喜の神人組織にはもう1つBFlの特徴がある.それは神の盛観(ジャグソ)といって,序

列の一種とも考えられる｡この序列は,神人たちが一列で行進したり座ったりするときに

みられるもので,どんな儀礼場面でも厳密に守ることが求められる｡盛観ほ,年齢,就任

期間にかかわりなく上からノロ,ギt,-ミチャソ,ウプチミチャソの僧で,さらにギレ-

ミチャソ,ウプチミチャソの中でも表2に示したような序列がある｡ (なお,表の記載ほ

1985年6月現在の神人構成である.)

渡名喜には年間を通じて約15, 6に及ぶ村落レベルでの祭示巳があり,その大部分に神人

が関与する.またそれらの定期的行事とはBTlに,厄払いや家庭の祈願など不定期の神事が

月に何度となく行われ,神人,とくに島に在住している神人たちほ思いのほか忙しい｡そ

の中でも隔年のシマノ-シ祭ほ島の最大の行事であり,都合で転出している神人も,でき

うるかぎり帰郷して祭死に参加する｡老齢や病弱の理由から参加できない神人の場合も,

代理人をたて,祭死に使用する米や酒などの供物を神前に献上するのが通例である｡

ⅠⅠⅠ.崇妃の過程:旧暦4月15日.-5月1日

I.準 備

シマノ-シ祭の主要部分ほ,言うまでもなくウソテケ- (神迎え)からノーイガミ(秤

送り)までの5日間であるが,実際にほその約10日ぐらい前から,祭死に向けてのさまざ

まな準備が整えられる｡ここでは,まずその準備段階にふれておきたい(表3)0

表3 シマノ-シ祭の過程

午 前 午 後 備 考

こ1レ-ヌニ1Jくル

アマガシ作り

タティフトゥキウガソ ソチャアブイ作り

ウソテケー クビ7)殿 エバル

サト夕顔 ユJlル

ニシJlヲ殿 且′1ル

ウニダニ殿 エバル

ノーイガミ

神人の寵り始め

ヌカクべ-(各家庭)

トゥクミチ(各家庭)
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シマノ-シ祭は,旅神を招請するための神人の儀礼,ユレ-ヌユ′くルから始まるo この

儀礼ほ,旧暦4月15日から20日までのうち吉日を初日とし,前半2日ほノロ家(屋号:ウ

-ヌルヤー)で,後半2日は国の教元とされるウイヌヤー(屋号)でそれぞれ行われる
(今回の場合は4/16-4/19)｡内容は4日とも共通で,神人たちははじめに当事家のプソ

(聖なる盆)と仏壇に対して屋敷を祭死に使用する旨を告げた後,庭に降りて束に向かい

一列に着座する.座ったまま東,サトタ殿,東の方向にタキウクシのオタカべ(祈言)を
唱えるo このタキウクシというのは,シマノ-シの開始を島内の全徹叡に,そしてまだ来

ぬ旅神に知らせるためのものだという｡タキウクシが終わると,つぎに東面のまま, ④と

⑪は太鼓を,他の神人ほクバ扇を手に起立し,ニートゥイ･--トゥイが行われる.この

儀礼ほ,まず遅めの太戟のリズムに合わせてノロとそれ以外の神人とが輪唱形式の唱和を

した後,太戟がアップ･テソポになり,神人たちが舞う仕草をとるもので, 2回繰り返さ

れて全行程が終了となるo後日の殿祭死にも同様の所作がみられ,神招請の意味をもつ神

道びの儀礼と考えられる｡

またこうした儀礼とほ別に,各殿頭(トソガンラ)の家でほこの頃供物のミキに使用す

るウコ-ジ(麹)が作られる｡他方で神人たちほ,ノP家に集まってタティフトウキウガ

ソ(願立て･願解き,の意)に供えるためのアマガン(米と麹で作る神酒)を準備する｡

そして神迎えの前日(4月26日)にほ,サトゥ殿でタティフトゥキウガソが行われる｡こ

のウガソの目的は,神人たちが一昨年のシマノ-シのときに立てた願いを解き,あらため

て祈願をするというもので,サトゥ宮からノロ宮,ジョームイカドゥムイ,井戸,三山の

ウトクーシの順に,前日用意しておいたアマガシ,栄,魚を供えて拝む｡これによって神

迎え前の拝みほ一段落するのである｡

以上のウガソは26日の午前中に終わり,午後になると最後の準備,ソテャアブイ(神冠)

作りがある.作り手は祭死のときにソチヰアブイを着用するギレ-ミチャソたち(④⑧⑨

と⑲の代理人)で,島南の丁度岩山への登りロにあたるイT)-チカジ(地名)に出向き,

そこから少し山に入った所で蔓草を刈って神冠に仕上げる｡個数は現在のギレ-ミチャソ

の人数分で,当日ほ計7個出来あがった｡作られたソテャアブイは,明日の神.迎えまでソ

ジュグチと呼ばれる地点の岩陰にしまわれる｡旅神の表象と結びついたソチャアブイが,

このように一種洞穴にも似た島南の岩の陰に隠され,また後述する最終日の神速りにおい
● ■

て,今夜は島北の岩陰に置かれるという事実は,シマノ-シ祭にあらわれる神観念を考え
● ●

るうえで注目に億する点と言えよう｡

2.ウンチケ- (神迎え)

4月27日から始まるシマノ-シ祭の主要部分ほ,図式的にいえば,旅神を迎え･送ると

いうレベルの異なる複数の儀礼場面が組み合わされた入子式の構成になっており,各場面

が時間的･室間的に祭15E全体を分節化していると考えられるoそれらは(a)神人による迎え

-送り, (b)ウプルクーという特別の役職者による村落全体の迎え-送り, (c)トソニソジュ

による各殿の迎え-送り,の3つのレベルに分けることができる｡初日の27日に行われる

のほ,この中でまず(a)(b)の神迎え(ウソチケ-)と,クビリ殿における(c)の祭紀であるo
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この日の朝から女性神人ほ全員がノロ家(ウ-ヌルヤー)に集まって各家庭の祈願を行

う占上潮になる昼頃,クビリ殿の殿頭が同家を訪れ,門前でウソチケ一に赴く旨の口上を

述べる.この腰頭を含めて,神迎え=送りにほかならずウプルクーと呼ばれる4名ほど

(今は女性が含まれるが,本来ほすべて男性)の役職者が神人に随伴する｡彼らはクビリ

殿に所属する特定系統の世襲的役職であり,一説にはシマノ-シ祭がもともとクビリ厳か

ら始まったことの名残りともいう｡

案内に応じて神人たちは島南のア-カル(字にあたる地名)に向けて神迎えに出発する｡
● ●

列はノロ①,サヌアソ③,ギレ-ミチャン④⑧⑨(ただし⑲ほ高齢のため不参加),ウプチ

ミチャソ⑪⑲の順で, ①⑪が太鼓, ④⑲が松明をもつo この列臆は祭15Eの終了時まで一貫

して同じである｡ノロ家を出た神人は, ｢神は裏道を通る｣と説明されるように,独特な

神道を進んでいく(図2参照).まずノロ家からは時計廻りに集落内を抜け,インョ-チ

-イドゥクル(衣装替えの場所)に全所持品を置いてから畑地をア-カルに向かう｡その
際,一部分では農道を外れて,作物が植えてある畑の中を突切るoこの神人に対して,ウ

プルクーの方は別の道を通ってア-カルのある地点(ウソチケ一所)にいたる｡彼らほそ

こから先に入ることはできない｡神人たちはさらに50メートルほど異に進んだ所で二手に

分かれ, 3名のギレ-ミチャソは昨日ソジュグチの岩陰にしまっておいたソチャアブイ

(神冠)を被って戻り,再び他の神人に

合流する｡これが(a)の神人による神迎

え,つまり島神が旅神を迎える儀礼場

面である｡以前はもっと南の山上にあ

る-ブタヌーまで神迎えに赴いたと言

われ,現在みられるのは多少とも簡略

化された形と考えられる｡

合流した神人たちはウプルクーが待

つ場所までくると,西に向かって一列

に着座する｡ (この西面ほ,後日神送

りの際に東面するのと対照的である.)

対座した4名のウプルクーは,用意し

たアマガンをノロから順に献上し, (b)

の神迎えが行われる｡これをトゥイケ

-といい,全神人に対し七2巡繰り返
される(写真2).このトゥイケ-は沖

縄の対面的な共食の-形式である｢取

替え｣とも考えられるが〔たとえば,

瀬川1969〕,実際にはこの場面で両者

が相互に食物を取替え-交換するわけ

ではない｡

トゥイケ-が済むと,神人はイショ 写真2 神迎え(ア-カルにて)
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-ケ-イドゥクルで手足を洗い, -レ-,ドゥギソなどを着用して正装し,ノロを先頭に
太茨を叩きつつクビ7)殿へ向かう.道順は往路の神道を逆にたどる.今や｢神は神人とと

もに歩いている｣のであり,当日の同行観察中にも,神人の前を通る子どもが激しく叱り

とばされる光景が幾度か目撃された｡

3. 4日間の殿無配

神人やウプルクーによって旅神が迎え入れられると,いよいよ4日間にわたる殿祭濯が

始まる｡初日より順にクピリ,サトゥ,ニシバラ,ウニグニと日毎に祭場をかえ,トンニ

ソジュが,それぞれ自分の所属する殿の祭日に各殿へ出向いて神(神人)を迎えるのであ

る｡この4日間の殿祭紀ほ,内容的に迎え-共食一送りというほぼ共通した順序で進めら

れるが,細部でほ各殿ごとに少しずつ異なった面がみとめられる｡以下,簡略に4日間の

流れを追ってみよう(図4)0

第1日目(4月27日):クビリ殿

殿祭J5Eの初日ほクビ1)殿で,この日ほ朝から祭場にシートや天幕が張られ,供物が運び

こまれる｡ウソチケ-が終わる頃にほ準備も完了し,殿の成員がおのおの料理一皿と酒一

瓶を手に集合する｡まもなく正装に着替えた神人たちが独特の裏道を通って殿に入場す

る｡参加者がすわる位置関係は各殿とも共通で,拝所の南に向かって右横に神人,残りの

三方に殿の構成員が着座するが,クビリ殿の場合にはもう1人,ほぼ中央の位置に,殿頭

の家であるクビリヤー(屋号)出身の女性(当主の父方オ′くにあたる)が座を占めてい

た｡神人が入場する際に特別な儀礼ほなく,祭碓は,まず殿頭が神人に茶を献上すること

から始まり,つぎにクビリ厳に所属する②⑪⑲が伺の正面に進み出て拝みを行い,他の神

人や殿の成員もこれにならって手を合わせる｡拝みが終わると,殿頭が拝所から供物の酒

を取り出して,各神人との間で盃を交換する｡つづいてミキ(芋と麹で作った酒の一種)

をふるまい,土産として乾魚の包みを手渡すと,これを機に神人たちは繭に合掌して殿を

退出するo時間的には,この間わずか30-40分程度であるo一方,殿の構成員たちは,拝
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みが終わってから各自持ち寄りの

料理を開き,腰頭が用意した酒,

ミキ,魚と合わせて会食にうつる｡

この会食は,供物である酒,ミキ

を全参加者に回すことからみて,

神人共食の一形態と考えられる｡

また各自の携帯品は,沖縄･奄美

でよく知られた｢一重一瓶｣型で

あるが,この填で互いに料理を取

替え合う光景ほあまり見られな

い｡
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写真3 アシピナ-でのユ′くル儀礼
神人の退出時には,入場のとき

と同じく殿の中では特別な儀礼はないが,ただ殿頭(クビ1)腰の場合ほこれにウブルクー

が加わる)だけは神人の列に随行し,両者ほサトウ殿への登り口近くのメーンジャクと呼

ばれる場所に着座して,トゥイケ-を行う｡東面してすわった神人に対して再び乾魚と松

明の篠竹が渡されると,神人たちはここでウプルクーと別れ,サトゥ厳に登り始める｡この

メ｢ソジャクほサトゥを除く3つの殿にみられるもので,殿からの神送りと考えてよい｡

サトゥ腰に登った神人たちはしばらく休息をとり,夕方近く(午後4時過ぎ)になって

からエバルの儀礼を行う(写真3)｡このエバルほ,前半2日はサトゥ殿の脇にあるアシ
ビナ- (図3参照)で,後半2日は集落ほずれの島南の畑地, --パラガニク(図2参照)

で行われ,内容は4日間ともまったく同一である｡すなわち,まず神人たちが一列になっ

てすわり,南北南の順に向きをかえてオタカべを唱える｡その後立ち上って,今度は先述

した-レ-ヌユ/1ルと同じニートゥイ･--トゥイが南面して行われ,これが2回繰り返

された後,再び南一北一南を向いてオタカべをあげて終了する｡かつてはこの日から4日

間,神人たちはサトゥにあるジョームイカドゥムイ(火の神をまつった拝所)でエドゥマ

イ(篭り)に入ったと言われるが,のちにそれが2日間に短縮され,今ではまったく寵ら

ずに,エバルが終わるとノロ家に戻ってからそれぞれに帰宅してしまう｡ただし,神衣装

やソテャアブイだけはシマノ-シの終了時までノP家に置いたままにしており,この点が

かつての寵りの形式を今にとどめている部分と考えられる｡

第2日目(4月28日):サトゥ殿

前日と同様,午前9時過ぎからノロ家に神人たちが集まって各家庭の祈願を終え, 11時

過ぎにサトゥ殿へ向かう｡サトゥ殿でほ,腰祭死に尭立って神人が殿頭を伴い,サトゥ

宮,ノロ宮,ジョームイカドゥムイを拝む｡拝みが終わると神人は正装に着替え,殿の祭

J5eが行われる.クビリ殿と異なる箇所ほ,拝みがサトク殿所属の神人①④を中心にするこ

とと,この殿にかぎってメ-ソジャクがないということであるo腰の成員ほ会食が済むと
● ● ● ● ● ■ ● ● ●

帰宅するが,神人たちはそのまま夕方までとどまり,アシビナ-でエバルを行ってから下

山する｡なお,この日ほ殿の祭疋と別に,各家庭で朝早く重箱に-ッタイ粉(小麦を妙っ
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た粉)を入れ,火の神に供えてイワT)/ (祈詞)をあ狩る.この粉ほヌカクべ-という｡

第3日目(4月29日):ニシバ

ラ殿

午前中ノロ家で各家庭の祈願が

行われ,昼過ぎに神人たちは正装

してニシバラ殿へ向かう｡殿の祭

面巳はこれまでの2日間とほぼ同様

であるが(写真4),ただこの殿

でほ,神人にプクプクという米の

粥が献上される｡そしてもう1

つ,この日からは前2日間のクビ

リとサトゥ厳にほない退出時の儀

礼,アーラント-イが加わる(図
写真4 殿祭紀(ニシ/(ヲ殿)

5).すなわち,殿を退出するときに,神人たち早ま,ニシ/;ラ殿では南西隅に設けられた

2本のパイプ製手摺(新たに改修されて今回のシマノ-シから使用)を,翌日のウユダニ

殿の場合には2本の竹竿の間を,それぞれ図5のような配置で東から西に通り抜ける｡そ

の際に各神人ほソチャギ(局)で竹竿を叩きながら｢アーラント-イ,アーラント-イ｣

と連呼する.このア-ラシト-イは旅神の舟出を象徴する儀礼とされているが,神人が西

に向かって退出することや最後尾に船頭役として出砂神⑥が位置することから考えて,旅

神はここで帰路につくというよりは,むしろ西方の属島･出砂島に向かうと解釈した方が

自然かもしれない｡これが済むと,殿を出て最初の四つ角でメ-ソジャクがあるo神人は

ノp家で休んだ後,夕方から--パラガユタでユJlルを行って第日3日は終了する.

第4日目(4月30日):ウユダニ殿

ノロ家での家庭祈願の後,昼頃に神人たちほ島の旧家･ユシムトウヤー(-クーヤー)

へ出かけて,同家のプソを拝む｡この拝みの由来ほほっきりしないが,同家とやはり旧家

のカマヤ-が神人のユクイドゥクル(休憩所?)になるという伝承もあり,おそらく何ら

かの古い祭]5E･慣行の名残りと推定されるo帰るとウユダニ殿からの迎えがきて,殿の祭紀

が始まる｡拝み手の中心は神人⑧⑲で,ミキや乾魚が献上された後,ア-ラシト-イにう

こシバラ殿

① ⑧ ⑳

東 ⑥ ⑳ ⑧ ④ ㊥ ⑧ ⑦

㊨

ウユダこ殿

① ㊧ ⑱

一 西 東 ⑥ ⑧ ⑦ ㊨ ⑨ ⑳ ⑧
一 酉

㊨

図5 アラシト-イ儀礼と神人の配置
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つり(写真5),さらに腰を出た

すぐ角の所でメ-ソジャクが行わ

れる｡夕方には前日と同様--メ

ラガニクでエバルをあげ,これで

4日間の殿祭面巳はすべて終了す

る｡この日は第2日目と同様,各

家庭でトゥクミチという簡単な祭

J5Eがある.これほ早朝,火の神に
魚を供え,イワリ(祈詞)をあげ

るだけのもので, 2日日のヌカタ

べ-もこのトゥクミチも,元来は

神人が各家庭を廻って行っていた
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写真5 ア-ラシト-イ儀礼(ウニダニ殿)

ようである｡今でほ神人の数が少なくなったため,ふつうは主婦がこれに代わっている｡

このように,殿の祭敵まシマノ-シ祭の実質的な中心部分をなしており,人によってほ

シマノ-シを｢トソの祭｣とも表現する｡ほぼ類似した内容が4日間反復されるという並

列的な構成であるが,各殿の構成員は他の殿に対して概して無関心であり,その意味でほ

シマノ-シ祭を,独立性の高い4つの殿祭死の複合体と考えることもできる｡先に指摘し

ておいたように,そうした特徴は,多分に渡名喜村落の形成という歴史的文脈で説明され

るべきものであろう｡

4. ノーイガミ(神送IJ)

5月1日明方の神速り(ウ-タイまたはノーイガりほ,シマノ-シ祭の期間中で最も

荘厳な場面といえる｡この日, 4日間にわたって饗応を受けた旅神が帰途につくのであ

り,朝早く送りだすのは,神の乗る幻の舟が満潮時に出立するためという｡儀礼は,神迎

えと同様, (b)ウプルクーによる送りと, (a)神人による送りの2段階に分かれているo

まだ薄暗い明方,神人たちはノ

p家を出発して島北-向かうo太
● ●

戟は口P.b､ないo途中からウブルク

ーが一行に従う.サトゥ殿の丘-

続く坂道を登り,東側に海が望め

る草地(シキルソダ)までくる

と,神人たちほ一列のまま束を向

いて着座する｡ウプルクーが各神

人に酒盃をまわし,トゥイケ-が

荷われる.これが(b)6こあたる神送

りである｡ウプルクーの役目はこ

こで終わり,神人だけがさらに坂 写真6 神 速 り



64 笠原 政治･石井 昭彦

を登っていく｡

タ-チ-イシと呼ばれる二枚岩の所で,ノロ①とウミナイ④ほ管掌する拝所に祭面巳終了

を報告するため,サトゥ-登っていく｡他方,ギレ-ミチャソ(当日ほ⑧⑨のみ)は,そ

こから10メ-b)レほどの西の革叢にあるマ-イイピという岩に拝礼し,クパ扇を手に,岩

の周囲を時計廻りと逆に7回舞うようにまわるoこれをマ-イマイという.神人白身も意

味を説明できない所作であるが,あるいは旅神が神舟に乗りこむ仕草かもしれないoこれ

が済むと,ギレ-ミチャソが頭に被っていた神冠 は,すべてタ-チ-イシの岩陰に置か

れる.

ノロ,ウミナイが戻り,再び全神人がクーチ-イシの所に集まって,今度は(a)の神人に

ょる神送りが行われる(写真6)｡全員が束を向いて一列に並び,マソサージ(鉢巻様の白

布)をはずし,クパ扇を上下に摂りつつノーイガミのウムイ(神歌)をうたうo東方の海

上へ舟出する旅神を送りだすウムイである(『村史』 459-460頁参照).徐々に坂道を下り

ながら,手にしたマソサージをも撮って,声をそろえた神人たちのウムイは, 4回, 5回

と繰り返される｡午前7時前｡東の海面が陽光に輝きはじめる頃であるo

旅神を見送った後,神人たちほノロ家に戻るo最後の祈願が昼近くまで続けられるo

ⅠⅤ.神迎え=神遡りの構造

シマノ-シ祭が3つのレベルの神迎え-神速りを入子式に組み合わせた構成になってい

ることは,先に指摘しておいたとおりである｡繰り返すと(図2を参照),まず最も外枠

として(a)神人による島南一島北での迎え-送りがあり,具体的にほウソチケ-とノーイガ

ミの儀礼がこれにあたる.つぎが(b)ウブルクーによる迎え-送りで,ア-カルとシキルソ

ダで行われるトゥイケ-がその儀礼場面である.そして最後に,各殿でほ(c)殿頭を代表と

するトソニソジュが神を迎え-送る｡これら3つのレベルに分けられる神迎え-神送りの

儀礼ほ,空間的にはそれぞれ(a)山もしくは小高い丘, (b)畑ないし丘の中腹, (c)集落内で行

われ,また島全体を鳥撤してみると,それらはほぼ島の東側を南北に引いた線上で集中的

に展開されていることがわかるo一般に沖縄･南西諸島各地の来訪神祭両部こおいて,神を

迎え-送るのほ,山や浜,洞穴など集落の外,つまり日常の生活空間から外れた場所が多

いo渡名書の場合でも, (a)の山ないし丘ほ,祭死のときを除けばふだんの生活でほ.ほとん

ど近づくことのない外の空間として存在する｡これに対して(c),つまり殿の祭紀で,､神を
● ● ● ●

集落の外から内へ迎え,再び内から外へ送ることは言うまでもない｡そこで注目されるの
● ● ● ● ● ■ ● ■ ●

●

が, (b)の畑･丘の中腹における迎え-送りである.この畑(ないしそれに相当する場所)

のもつ意味をどう把えるかは微妙な点であるが,少なくともシマノ-シ祭の場面構成のう

えでほ,畑ほ集落の内と外を繋ぐ,あるいは内でも外でもある境界的な空間とみなすこと
● ● ● ● ● ● ■ ● ●

●
● ● ● ●

ができよう｡したがって,以上の神迎え-神速りの祭死空間を南北の方位軸に沿って図式

化すると図6のようになる.これが本稿でいう入子式の構成であるが,同じものを円に噴

えるなら,同心円的な構成と考えてもよい.ただし,この図式T7fは明確に示せない点もい

くつかあるoたとえばサトゥ殿の空間的な位置づけがそれで,羊の殿は島北(a)ののさらに
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外にありながら(c)の迎え-送りをするのである｡サトゥは年間の村落祭J5Eにおいて島全体
●

の中心になる拝所であり,シマノ-シ祭以外では他の3つの殿と決して並列的な関係には

ない｡また,サトゥの場所自体が.かつてほ小集落(つまり内)であったという認識を多く
●

の住民がもっている｡そうしたサトゥ殿の位置づけを含めて,島の祭紀空間の構造につい

てはあらためて検討すべき問題が多い｡

つぎに旅神の観念について簡単にふれておきたい.沖縄･南西諸島の来設神祭J5Eは,ふ

つうニライ･カナイの信仰と姑びつけて論じられる｡すなわち,遠い彼方の海上や海底に

患像された異邦(あの世)ニライ･カナイから豊浜をもたらす●訪問者を,人間の世界(こ

の世)で迎え,歓待するための祭武という見方である.しかしながら,シマノ-シ祭の旅

神をそのようにニライ･カナイからの来訪神と単耗に考えるべきかどうかほ難しい問題で

ある. ｢旅神ほ,他所の島からやってくる｣ ｢ノ-イガミのときには,それぞれの島へ帰

る｣ ｢神の舟は辺土岬へ帰る｣と渡名喜の神人たちは言う｡また,神速りのウムイ(神歌)

の一帯にも｢ヒドムイニ ヌウェ-チ(辺土森に乗り合わせ)アシムイニ アシJlチ(安

須森に遊びなさって)｣ (『相見』459貢)とある｡ニライ･カナイの観念をどう解釈するか

ほ別にして,そうした点を考慮した場合,ここで施神が海の彼方に想像された神の国から

(A) IIJ -

神 人
一外

(i)畑 -

サブルター
-内/外

(c)集落
-取の成魚 一内

図6 神迎え=神速りの祭紀空間
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渡来するものと型通り記述することには多いに疑問が残る｡これまで本文中で,あえてニ

ライ･カナイという語を用いるのを控えてきたのほそのためである｡

シマノ-シ祭と他地域の類似した祭紀との比執こついても, 2, 3の指摘にとどめたいo

シマノ-シが別名シヌグ祭とも呼ばれていることは冒頭で述べた｡そこですぐに思いつく

のは,沖縄本島北部の村々にみられるシヌグ祭である.しかし,概して男性中心の祭)5Eと

いう色彩が濃いそれらのシヌグ祭と渡名喜のシマノ-シ祭との闇にほ,内容的に共通する

点が乏しい｡むしろ類似性が顕著なのは,やはり名護以北の諸相で-しばしばシヌグ祭

と錯綜した分布状態で一行われるウソジャミ祭であろうo村落により差異が大きいので

一概には言えないが,この祭紀は一般に女性神人集団による姿の見えない来訪神の迎え-
送りの儀礼を中心に構成されており,寵り,神道び,舟走り儀礼,神冠の着用など,シマ

ノ-シ祭と共通する要素も多い〔比嘉1982,伊藤1980,小野1970など〕｡また,もっと渡名

喜の近くでほ,慶良問諸島で昭和初期まで行われていた播種儀礼における来訪神ヤ--罪

ミチャソガナシ-の迎え-送り〔知念1934,伊藤1980〕と,粟国島におけるヤガン折目の

来訪神祭碓に,断片的な資料をみるかぎりでは,シマノ-シ祭と酷似する面があって注目

される｡詳細な比戟考察を今後の課題としなければならない｡

Ⅴ.シマノ-シ崇の現状:むすぴにかえて

｢ずっと以前のシマノ-シで,神様の太鼓の音が聞こえてきた｣ ｢白い馬に乗った神様が

目に見えた｣と渡名喜の年寄りたちは言う｡かつてはこの祭日を機会にして子どもたちの

衣服や履物を新調したという懐旧談も多い.しかしながら,今回観察できたシマノ-シ祭

が,そのように厳粛で,全島をあげて熱気につつまれていたと記すことは幾分騰樺せざる

をえない｡ ｢ひとにぎりの年寄った司祭者たちが,見守る村人たちのない場所でさむざむ

と儀礼を行なっているのが日立つ｣ 〔比嘉1982:133⊃という光景でほないにしても,現時

点でこの神事に対する一般住民の関心が徐々に稀薄化してきているのは否めない事実であ

り,祭示巳の大方を,実質的には女性神人や殿頭など少数の専門的役職者の手に委ねる傾向

が強まりつつあるからである｡もともとシマノ-シ祭は神人を中心にした行事で,一般の

住民は自分が所属する殿の祭日を期して祈願に参加するだけであり,そのような祭紀その

ものの構造が,今日,両者の間で関心や参与の帝離を促しているとも考えられよう｡

ところが他方で,役職者たちの中では,近年になってシマノ-シ祭の権限や役割をめぐ

る競合状態が表面化してきていることが注目される｡具体的には,どの家系が祭事担当の

正統性をもつのかという判断に関して一部で見解の対立がみられるのであり,これほ他の

地域でも報告されているように〔たとえば,笠原1980,渋谷1984など〕,現在沖縄の各地で

広くみとめられる村落祭紀制の動揺･再編成の趨勢に連なる現象と考えてよい｡つまり,

神事が村落全体の関心から凝れ,次第に少数の神人や役職者の担当すべき事柄として専門

化されてくるにつれて,その内部では,祭]5E執行者の資格や正統性の問題が,以前にも増

して厳格で入り組んだ一場合によっては墳末にこだわる形でのT論議の対象になって

きた,ということである｡
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また環状のシマノ-シ祭が,古来の祭死形式を頑なに守ろうとする伝統性を強調しなが

らも,反面ではそこに,今日的な社会全般の関心事を随所におりこみつつ行われている点

も見逃せない｡たとえば,各殿の祭日の朝,神人たちほノロ家に集まって腰構成員から個

々に依頼された祈願をとり行うが,その祈願の内容にほ,家内安全や健康のほかに,受験

や就職から都市転出者の盗難や非行防止まで,種々雑多な現世利益を願うものが含まれて

いた｡本来ほ公的な村落祭示巳であるシマノ-シ祭も,そのようにきわめて私的な祈願を巧

みに吸いあげながら今日の時代に存続しているわけである｡

最初にもことわっておいたとおり,本稿でほ,とりあえずシマノ-シの祭]5Eそれ自体を

素描することに記述してきたoこの旅神の神事が渡名喜の祭死生活や,さらにほ沖縄･南

西諸島の祭死的世界を理解するうえでいかなる意味と位置づけをもちうるかについてほ,

あらためて別の議論を用意しなければならない｡ 1985年の調査に際しては,上原幸子ノp

をほじめ神人の方々が筆者2名の同行観察と写真撮映の許可を神前に願ってくださり,普

た他の多くの方々からも貴重なご教示をいただいた｡言己して心から感謝の意を表したいと

思う｡
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